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本資料に記載されている将来の当社業績に関する見通しほか全ての内容は、本資料作成時点の当社の判断に基づくものであり、

記載された将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。
将来の業績は、経済情勢、市場動向、経営環境などの変化により、記載事項と異なる可能性があることに十分ご留意下さい。
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この1年

2022年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023年
1月 2月 3月

4/11
地上波リアルタイ
ム配信、TVerで
スタート。

4/13
BS-TBS『Style2030
賢者が写す未来』が
日本の民放テレビ番
組初のアルバート認
証を取得。

4/18
JNN系列28局の
総合ニュースサイト
「TBS NEWS DIG 
Powered by JNN」
がスタート。

5/13
「TBSグループ
中期経営計画2023 
Update」を発表。

6/29
日本DX大賞において、
AI利用文字起こしエ
ディタ「もじこ」が
優秀賞を受賞。

7/8
舞台『ハリー・ポッタ
ー・と呪いの子』東京
公演開幕。

8/10
㈱VOXXを設立。ビデ
オアドソリューション
事業を展開。

8/31
初のTCFD報告書を公
表。主要３施設での
2023年度カーボンニ
ュートラル実現を発表。

9/16
2022年日本民間放
送連盟賞技術部門に
おいて、「北京オリ
ンピック中継におけ
る360°映像を用い
たXRステージの構
築」が優秀賞受賞。

10/7
ブランディングフォ
ントTBS Sans TPが
「2022年度グッド
デザイン賞」を受賞。

10/7
TBS NEWS DIG
Powered by JNN
で月間1億6000万
PVを達成。

10/31
世界初の水素中継車
を導入。「地球を笑
顔にするくるま」と
してスポーツ中継な
どで利用。

11/1
日本初の「グリーン
CM」を放送。番組
とCM放送の両方で
カーボンニュートラ
ルを実現。

11/8
THE SEVENとNetflix
が戦略的提携契約締結

10/31-11/6
SDGsプロジェクト
『地球を笑顔にする
WEEK』
第5弾を実施。 12/13

港区と「赤坂地区の
発展」に関する協力
協定を締結

12/13
株主優待制度の拡充
を発表。

1/27
㈱Amazing Sports 
Lab Japanに追加出
資。関連会社化を発
表。

主な
ニュース
リリース

2/14
デジタル・コンテン
ツ・オブ・ジ。イヤ
ー’22/第28回AMD
アワードにおいて、
「世界陸上オレゴン
大会でのXRスタジ
オ」が年間コンテン
ツ賞優秀賞を受賞。

3/22
TBSテレビと円谷プ
ロダクションがパー
トナーシップ提携。

80
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TOPIX TBS

世界陸上オレゴン大会

株価推移

※2022/4/1の株価、指数を100として比較しています。

WBC
14年ぶりに世界一

2022/4/1
1,780円

2023/3/10
1,955円

2023/1/17
1,458円
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32年ぶりに
1ドル＝150円

5/2-8
SDGsプロジェクト
『地球を笑顔にする
WEEK』
第4弾を実施。

5/14
縦読み電子マンガ
webtoonを制作す
る新会社「Studio 
TooN」設立。

5/17
映像情報メディア学
会において、｢3Dイ
ルミリンク｣が、技術
振興賞コンテンツ技
術賞受賞。

参議院議員通常選挙

7/19
K-BALLETと資本業務
提携契約を締結。

7/20
㈱The Chain 
Museumへの出資及
び業務提携契約締結。

8/31
コンテントアジア賞
2022のベストアジア
ドラマ部門において、
「TOKYO MER 
～走る緊急救命室～」
が最優秀賞受賞。

2/17
U-NEXTとParaviが
統合。有料動画配信
において、国内勢で
最大のプラットフォ
ームへ。

3/13
「特別利益（投資有
価証券売却益）の計
上見込み及び通期連
結業績予想の修正並
びに配当予想の修正
に関するお知らせ 」
を発表。

3/8
TBSホールディングス
が、「健康経営優良
法人2023」に認定。

2022-2Q
決算発表

2022-3Q
決算発表

2021年度
決算発表

2022-1Q
決算発表



2 0 2 2 年 度 決 算

連結決算のポイント

▶ 連 結 全 体 で は 増 収 増 益 。 2 0 0 9 年 度 の ホ ー ル デ ィ ン グ ス 化 以 降 、 売 上 高 、 営 業 利 益 と も に 最 高 。

▶ メ デ ィ ア ・ コ ン テ ン ツ 事 業 は 、 T B S テ レ ビ の 無 料 ・ 有 料 動 画 配 信 事 業 が 大 幅 に 伸 長 し た こ と に 加 え 、
事 業 部 門 の 催 事 ・ 興 行 で 大 型 イ ベ ン ト が 大 き く 貢 献 し 増 収 。
一 方 で 、 地 上 波 広 告 収 入 減 少 の 影 響 な ど に よ り 微 減 益 。

▶ ラ イ フ ス タ イ ル 事 業 は 、 感 染 症 に 伴 う 自 粛 要 請 解 除 に よ る 人 流 回 復 な ど で 増 収 増 益 。

▶ 不 動 産 ・ そ の 他 事 業 で は 、 賃 料 収 入 の 回 復 に よ り 増 収 と な っ た も の の 、
水 道 光 熱 費 の 増 加 な ど に よ り 減 益 。

2 0 2 3 年 度 業 績 見 通 し

▶ 放 送 関 連 事 業 の 持 ち 直 し 、 成 長 分 野 で あ る 配 信 や 、 催 事 ・ 興 行 等 の 事 業 部 門 も 更 な る 伸 長 を
見 込 ん で お り 、 増 収 か つ 経 常 利 益 ま で の 増 益 予 想 。

▶ 「 T B S グ ル ー プ V I S I O N 2 0 3 0 」 の 達 成 に 向 け て 、 引 き 続 き 放 送 事 業 の 価 値 向 上 に 取 り 組 み つ つ 、
拡 張 戦 略 「 E D G E 」 の 推 進 で 収 益 の 裾 野 を 広 げ 、 着 実 な 成 長 へ 。
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連結損益計算書

（単位 : 百万円)

連 結 2021年度 2022年度 前 年 差 増 減 率

売 上 高 358,269 368,130 +9,860 +2.8%

営 業 利 益 20,346 20,782 +436 +2.1%

経 常 利 益 30,707 35,086 +4,379 +14.3%

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

32,008 35,182 +3,173 +9.9%

メディア・コンテンツ事業では、TBSテレビの無料・有料動画配信が大幅に伸長したことに加え、事業部門の催事・興行で大型イベントが大きく貢献し増収。
一方で、地上波広告収入減少の影響などにより微減益。ライフスタイル事業では、感染症に伴う自粛要請解除による人流回復などで
増収増益。不動産・その他事業では、賃料収入の回復により増収となったものの、水道光熱費の増加などにより減益。連結全体では、増収増益。

88,783 88,488 69,118 86,415 88,964 

89,320 88,391 
80,269 

85,665 89,898 

96,807 92,451 
88,835 

97,237 97,283 

91,441 87,464 
87,458 

88,951 91,983 

366,353 356,796 325,682 
358,269 

368,130 

2018 2019 2020 2021 2022

売上高
1Q 2Q 3Q 4Q

4,868 4,985 
3,584 

8,765 
7,227 

2,963 
1,818 938 

5,828 

2,879 

8,111 

4,754 

7,647 
8,604 

10,087 

2,629 
1,544 

△ 1,328 △ 2,851

588 

18,572 

13,103 
10,841 

20,346 20,782 

2018 2019 2020 2021 2022

営業利益
1Q 2Q 3Q 4Q 合計
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連結セグメント別 実績
（単位 : 百万円)

外 部 売 上 営 業 利 益

2021年度 2022年度 前年差 増減率 2021年度 2022年度 前年差 増減率

メディア・
コンテンツ 281,414 285,230 +3,815 +1.4% 10,933 10,911 △22 △0.2%

ライフスタイル 61,023 66,391 +5,367 +8.8% 2,362 3,064 +702 +29.7%

不動産・その他 15,831 16,508 +677 +4.3% 7,062 6,798 △264 △3.7%

調整額 ― ― ― ― △11 8 +20 ―

連 結 358,269 368,130 +9,860 +2.8% 20,346 20,782 +436 +2.1%

増 減 要 因 外 部 売 上 営 業 利 益

メディア・
コンテンツ

TBSテレビ（+6,638） BS-TBS（+881）
TCエンタテインメント（△1,021） TBSアクト（△887）
TBSスパークル（△723） マンガボックス（△591）

TBSテレビ（+1,251） BS-TBS（+329）
TBSスパークル（△481）Seven Arcs（△264）

ライフスタイル スタイリングライフグループ（+5,367） スタイリングライフグループ（+702）

不動産・その他 TBS HD（+837） TBSヘクサ（△127） TBS HD（+400） TBSテレビ（△165） 赤坂熱供給（△156）
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連結セグメント別 売上高（外部売上）の増減要因

ライフ
スタイルメディア・コンテンツ 不動産・

その他

（単位：百万円）売上実績 増加分 減少分

メディア・コンテンツ事業では、TBSテレビの無料・有料動画配信が大幅に伸長したことに加え、事業部門の催事・興行で大型イベントが大きく貢献し増収。
ライフスタイル事業も自粛要請解除による人流回復などで増収。不動産・その他事業も、賃料収入の回復により増収。連結全体でも増収。
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連結セグメント別 営業利益の増減要因

（単位：百万円）営業利益 増加分 減少分

不動産・
その他

ライフ
スタイルメディア・コンテンツ

メディア・コンテンツ事業は、地上波広告収入減少の影響などにより、連結調整その他を加味すると微減益。
ライフスタイル事業は、増収に伴う増益。不動産・その他事業は、水道光熱費の増加などにより減益。連結全体では増益。



2,180 2,057 2,014 2,014 1,946 

2,097 2,076 2,132 1,905 1,804 
1,858 1,883 2,144 1,917 1,557 

1,650 1,924 1,388 1,225 1,490 

7,787 7,942 7,679 7,062 6,798 

2018 2019 2020 2021 2022

営業利益 1Q 2Q 3Q 4Q 合計
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連結セグメント別 経年推移

メディア
・

コンテンツ

ライフ
スタイル

不動産
・

その他

（百万円）

67,420 66,862 55,032 68,230 68,827 

66,518 65,057 60,746 66,593 69,374 

74,153 70,709 68,854 
76,298 75,305 

70,096 67,635 69,145 
70,292 71,722 

278,188 270,265 253,778 
281,414 285,230 

2018 2019 2020 2021 2022

外部売上高 1Q 2Q 3Q 4Q

1,989 2,454 2,475

6,216
4,260 

△ 636
△ 1,846 △ 2,234

2,697

79

5,467

2,142

4,788 5,451
7,249 

1,069

△ 341 △ 2,147
△ 3,432 △ 677

7,890 

2,409 2,881 

10,933 10,911 

2018 2019 2020 2021 2022

営業利益 1Q 2Q 3Q 4Q 合計（百万円）

17,323 17,510 10,207 14,234 16,098 

18,726 19,149 
15,504 15,160 16,407 

18,580 17,617 
15,909 16,993 17,772 

17,265 15,730 

14,362 
14,636 16,112 

71,895 70,007 
55,983 

61,023 
66,391 

2018 2019 2020 2021 2022

外部売上高 1Q 2Q 3Q 4Q（百万円）

696 473

△ 904

533
1,009 

1,504 1,589
1,039 1,225

998

783 728 721

1,235
1,281 

△ 89 △ 39
△ 575 △ 632

△ 225

2,895 2,751

281

2,362
3,064 

2018 2019 2020 2021 2022

営業利益 1Q 2Q 3Q 4Q 合計（百万円）

（百万円）

4,038 4,115 3,878 3,950 4,038 

4,076 4,185 4,019 3,912 4,116 

4,074 4,125 4,072 3,946 4,205 

4,079 4,097 3,950 4,022 4,148 

16,268 16,523 15,920 15,831 16,508 

2018 2019 2020 2021 2022

外部売上高 1Q 2Q 3Q 4Q （百万円）
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設備投資と減価償却費

連 結 2022年度 前 年 差 2023年度
予想

設 備 投 資 26,920 △2,009 21,000

減 価 償 却 費 13,407 +59 13,000

T B S テ レ ビ 2022年度 前 年 差 2023年度
予想

設 備 投 資 9,206 +1,977 11,400

減 価 償 却 費 8,325 +191 8,300

（単位：百万円） （単位：百万円）

30,374 

18,862 

39,614 

28,929 26,920 
21,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023

連結設備投資

14,161 
14,375 

13,971 

13,348 13,407 13,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023

連結減価償却費

9,919 
7,937 

6,158 
7,229 

9,206 
11,400

2018 2019 2020 2021 2022 2023

TBSテレビ設備投資

8,613 8,514 
8,331 

8,133 
8,325 8,300

2018 2019 2020 2021 2022 2023

TBSテレビ減価償却費
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TBSテレビ 損益計算書

（単位 : 百万円)

T B S テ レ ビ 2021年度 2022年度 前 年 差 増 減 率

売 上 高 217,450 224,089 +6,639 +3.1％

営 業 利 益 13,180 14,096 +915 +6.9%

経 常 利 益 15,328 16,818 +1,489 +9.7%

当 期 純 利 益 16,233 10,722 △5,510 △33.9％

 番組原価 △ 912
 代理店手数料 △ 535（当期 30,477）
 ネットワーク費 △ 86
 事業部門営業費用 ＋ 4,184

 特別利益（投資有価証券売却益） 533
 特別損失（退職給付費用,固定資産撤去費用,投資有

価証券評価損） 1,079

営業費用等

53,811 52,750 41,665 53,764 54,864 

51,680 49,457 
43,729 

51,501 54,481 

57,318 55,427 
53,102 

58,416 59,455 

54,570 52,748 
51,117 

53,766 55,287 

217,381 210,384 
189,615 

217,450 
224,089 

2018 2019 2020 2021 2022

売上高 1Q 2Q 3Q 4Q

2,359 2,990 2,691

6,689
5,599 

△ 1,178 △ 1,873 △ 3,052

1,975
424

4,250
2,314

3,771
5,243

7,378 

1,405 986

△ 961 △ 728

693

6,838 

4,418 

2,449 

13,180 
14,096 

2018 2019 2020 2021 2022

営業利益
1Q 2Q 3Q 4Q 合計

テレビ部門では、タイム収入、スポット収入が減収となったものの、無料・有料動画配信が大幅に伸長したことで増収。
事業部門では、舞台『ハリー・ポッターと呪いの子』の公演開始、「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー2022」も貢献したことで大幅増収。
営業利益は、増収に伴い増益。経常利益は、増収に加え受取配当金の増加等により増益。当期純利益は、前年の投資有価証券売却益が大きく、反動で減益。
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TBSテレビ 収入内訳

※2. 2021年7月より事業部門にあった海外番販事業の一部をテレビ事業の「その他」に移管。

（単位 : 百万円)

2022年度 前年差

テレビ事業 193,292 +675

－ タイム 79,916 △1,915

ー スポット 82,969 △1,589

ー 配信広告 5,668 +797

ー その他 24,738 +3,383

事業 27,817 +5,996

不動産 2,980 △33

収入合計 224,089 +6,639

※1

※2

186,189 182,083 168,147
192,616 193,292

2018 2019 2020 2021 2022

テレビ事業
28,231

25,304

18,441
21,820

27,817

2018 2019 2020 2021 2022

事業

※1. 前事業年度においてコンテンツ区分で開示していた収入のうち、当事業年度においては配信広告を別掲したうえで、
配信広告以外をその他区分で集計。

2,959 2,996 3,026 3,013 2,980

2018 2019 2020 2021 2022

不動産
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TBSテレビ 売上高の増減要因

（単位：百万円）売上実績 増加分 減少分

テレビ事業

テレビ部門では、タイム収入、スポット収入が減収となったものの、無料・有料動画配信が大幅に伸長したことで増収。
事業部門では、舞台『ハリー・ポッターと呪いの子』の公演開始、「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー2022」も貢献したことで大幅増収。
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テレビ番組原価（制作費）

テレビ番組原価に含まれる主な費用

第4四半期は、「WBC2023」があったものの、前年の「北京オリンピック」の反動減やドラマ等の費用減で減少。通期累計も前年比で減少。

2021年度実績 2022年度実績 前年差

第1四半期 22,631 23,218 +587

第2四半期 23,580 23,715 +134

第3四半期 24,769 24,357 △412

第4四半期 25,168 23,945 △1,222

（地上波直接費） 19,937 18,248 △1,688

（その他直接費及び間接費） 5,231 5,697 +466

通 期 累 計 96,149 95,236 △912

（地上波直接費） 75,710 74,510 △1,199

（その他直接費及び間接費） 20,439 20,726 +286

地上波直接費：
番組制作費、放送権料、美術制作費、技術制作費

その他直接費および間接費：
地上波以外の直接費、
減価償却費・社員人件費等の配賦原価

（単位：百万円）

2023年度見込み 97,400

地上波直接費： 76,500

その他直接費および間接費： 20,900

2023

97,400

25,246 24,066 17,698 22,631 23,218 
25,136 24,598 22,806 23,580 23,715 

24,394 25,748 23,983 24,769 24,357 
24,546 25,059 23,920 25,168 23,945 

99,322 99,471 
88,410 96,149 95,236 

2018 2019 2020 2021 2022

1Q 2Q 3Q 4Q 合計
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配信事業の状況

2022年度
前年増減率

2022年度
収入（前年差）

配 信 広 告 収 入 +16.4% 5,668百万円（+797百万円）

TVer・TBS FREE・GYAO！など
再 生 回 数 +7.3％

UB（ユニークブラウザー）数 +7.2％

有 料 配 信 収 入 +43.5％

配信広告収入は、期中を通してセルスルー率が向上し、増収。再生回数、UB数も前年比プラスで推移。
有料配信は、Paraviなど国内配信と海外配信（Netflix｢未来日記｣｢君の花になる｣｢100万回言えばよかった｣、Disney+｢マイファミリー｣｢アトムの童｣など）
により、増収。

（再生回数、ユニークブラウザー数はビデオリサーチ調べ）

※第1四半期決算までの「無料配信収入」から計上方法を変更し、第2四半期決算資料より「配信広告収入」を記載。

※

6,756 

5,013 

6,696 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2020年度 2021年度 2022年度

TVer・TBS FREE・GYAOなどの再生回数（万回）

863 1,174 917 1,212 
1,556 1,595 

1,533 1,686 
4,871 5,668 

2021 2022

配信広告収入 １Q ２Q ３Q ４Q 合計（百万円）
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TBSテレビ 事業部門収益

（単位 : 百万円）

部 門 2022年度 前年差 主な増減要因

事 業
（催事・興行） 10,583 +5,086 舞台『ハリー・ポッターと呪いの子』の公演開始、

「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー2022」の成功が大きく貢献し、大幅増収。

映 画 2,245 +203 「ラーゲリより愛を込めて」、「わたしの幸せな結婚」といった大ヒット作の興行収入や、
「99.9-刑事専門弁護士-THE MOVIE」や「糸」等の過去作品の配信収入が好調のため増収。

ア ニ メ 1,892 +558 映画「五等分の花嫁」の大ヒットに加え、「プラチナエンド」等の配信収入が好調のため
増収。

グ ロ ー バ ル ビ ジ ネ ス
（ 旧 ： 海 外 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー ） 2,401 +472 2021年7月より海外番販事業の一部をテレビ部門に移管したが、

フォーマット販売やロイヤリティ収入が好調のため増収。

メ デ ィ ア 事 業 8,403 △414 ＣＳ事業はアロケーションの向上などがあったものの、前年同期の水準には届かず減収。

マーチャンダイジングセンター
（旧：ライセンス事業） 2,291 +89 「クロサギ」や「君の花になる」など10月ドラマの商品化が好調なことに加え、

朝のベルト番組「ラヴィット！」のキャラクター「ラッピー」のIP展開が好調で増収。

収入計 27,817 +5,996

事業部門営業費用 21,373 +4,184

部門利益 6,443 +1,812

舞台『ハリー・ポッターと呪いの子』の公演開始、「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー2022」の成功が大きく貢献し、催事・興行は大幅増収。
映画では「ラーゲリより愛を込めて」、「わたしの幸せな結婚」といったヒット作や、過去作品の配信収入が好調。アニメでは映画「五等分の花嫁」の大ヒットに加え、
過去作品の配信収入が好調。グローバルビジネスは「SASUKE」のフォーマット販売が引き続き好調。事業部門全体で増収増益。
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主なグループ会社の状況

（単位：百万円）

売上高 営業利益
主な増減要因

2021年度 2022年度 前年差 2023年度
予想 2021年度 2022年度 前年差 2023年度

予想

TBSラジオ 8,743 8,490 △253 8,600 601 368 △232 550
イベント収入は好調だったものの、
広告収入がタイム・スポットとも
に減収となり、減収減益。

BS-TBS 16,424 17,218 +794 17,600 2,450 2,780 +329 3,000
タイム収入、スポット収入の増収
に加え、配信が好調なことにより、
増収増益。

TBS
グロウディア 27,539 28,089 +550 30,300 497 337 △160 1,100

企画展やイベントでの集客回復等
により増収。一方、ショッピング
部門の売上、DVD収入の減少の影
響で、減益。

日音 8,384 8,574 +190 9,300 918 836 △81 900
業務代行収入の増加により増収。
一方、邦楽、洋楽収入が落ち込ん
だことにより、減益。

TCエンタ
テインメント 8,182 7,122 △1,060 7,100 494 474 △19 550 DVD販売の減少により、減収減益。
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スタイリングライフグループ

連結 2021年度 2022年度 前年差 2023年度
予想

売 上 高 61,077 66,415 +5,337 70,000

営業利益 3,067 3,730 +662 4,000

事業別
売 上 高（※）

2021年度 2022年度 前年差

雑貨小売販売事業 31,218 36,650 +5,432

通信販売事業 16,657 16,437 △220

ビューティ＆ウェルネス事業 13,541 13,644 +102

本社およびその他 △340 △316 +23

計 61,077 66,415 +5,337

※事業別の売上高は管理会計上の数値

（単位：百万円）（単位：百万円）

雑貨小売販売事業は、感染症に伴う自粛要請解除による人流回復などの影響で大幅な増収。
通信販売事業は、前年好調であった受注の落ち着きにより減収。ビューティ&ウェルネス事業は、化粧品販売の増加などにより増収。
グループ全体では雑貨小売販売事業の影響が大きく、増収増益。

17,323 17,510 
10,213 14,235 16,099 

18,726 19,149 

15,504 
15,206 16,411 

18,580 17,618 

15,919 
16,995 

17,772 

17,266 15,731 

14,365 
14,640 

16,131 

71,896 70,010 

56,004 61,077 
66,415 

2018 2019 2020 2021 2022

売上高
1Q 2Q 3Q 4Q

862
638

△ 739

699

1,174 

1,668 1,754

1,204
1,435 1,164 

947 893 886

1,402
1,450 

75 126

△ 410 △ 469
△ 58

3,554 3,412 

941 

3,067 

3,730 

2018 2019 2020 2021 2022

営業利益 1Q 2Q 3Q 4Q 合計
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2023年度 連結業績予想

（単位 : 百万円）

連 結 2022年度
実績

2023年度
予想 前年差

売 上 高 368,130 390,000 +21,869

営 業 利 益 20,782 26,000 +5,217

経 常 利 益 35,086 39,000 +3,913

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

35,182 24,500 △10,682

（単位：百万円）

セグメント別予想
売上高 営業利益

2022年度
実績

2023年度
予想 前年差 2022年度

実績
2023年度

予想 前年差

メディア・コンテンツ 285,230 300,500 +15,269 10,911 15,600 +4,688

ライフスタイル 66,391 70,000 +3,608 3,064 3,300 +235

不動産・その他 16,508 19,500 +2,991 6,798 7,100 +301

調整額 ー ー ー 8 ー △8

連 結 368,130 390,000 +21,869 20,782 26,000 +5,217

放送収入の持ち直し、成長分野である配信や、催事・興行等の事業部門の更なる伸長を見込み増収増益（営業利益・経常利益）。
一方、親会社株主に帰属する当期純利益は、前年の投資有価証券売却益の反動減の影響で減益を予想。

366,353 356,796 
325,682 

358,269 368,130 390,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023

売上高

18,572 

13,103 
10,841 

20,346 20,782

26,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023

営業利益
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2023年度 TBSテレビ業績予想

（単位 : 百万円）

T B S テ レ ビ 2022年度
実績

2023年度
予想 前年差

売 上 高 224,089 236,600 +12,510

営 業 利 益 14,096 14,700 +603

経 常 利 益 16,818 17,100 +281

当 期 純 利 益 10,722 11,100 +377

2022年度
実績

2023年度
予想 前年差 前年比

タ イ ム 79,916 81,400 +1,483 +1.9％

スポット 82,969 86,000 +3,030 +3.7％

番組原価 95,236 97,400 +2,163 +2.3%

217,381 210,384
189,615

217,450 224,089 236,600

2018 2019 2020 2021 2022 2023

売上高

放送収入の持ち直し、配信収入や、催事・興行等の事業部門の伸長で増収増益。

6,838

4,418
2,449

13,180 14,096 14,700

2018 2019 2020 2021 2022 2023

営業利益
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配当方針と年間配当予想

2022年度は5円増配の42円を予定。2023年度は2円増配の44円を予想。引き続き、安定的かつ継続的な配当を実施。

基本方針
株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と位置づけ、連結ベースの配当性向30％を目処としつつ、安定的かつ継続的な配当を基本とする。
業績伸長等の際には、特別配当等により還元の充実に努める。
自己株式取得は、これまで通り機動的に検討する。

中計2023
配当方針

1株当たり30円を下限とする。
ただし、2期連続で当期利益を生まなかった場合は、下限配当金を見直すことがある。

1株当たり配当金（円）
配当性向（％）

特殊な要因（★）
の影響を除いた
配当性向（％）第2四半期末 期末 年間

2017年度 15 15 30 30.5 30.5

2018年度 16 17 33 22.9 31.7

2019年度 13 17 30 17.3 43.0

2020年度 15 15 30 18.3 59.5

2021年度 15 22 37 19.7 30.9

2022年度
（予定） 20 22 42 20.1 30.3

2023年度
（予想） 22 22 44 29.6 －

（★）中長期の収益拡大を目指す成長領域への投資の源泉として
売却した投資有価証券から生じる売却損益は、配当額を決定する
上では「特殊な要因」と位置付けております。

30円

37円
42円

2020 2021 2022
予定

44円

2023
予想

中計2023
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配当総額と自己株式取得推移

自己株式取得額

配当総額（億円） は1株当たり配当金

安定的かつ継続的な配当を基本としつつ、引き続き、機動的な自己株式取得を実施。

66億円

2019年度取得額 2020年度取得額

40億円 26億円

52.4
57.6

51.9 51.2

63.2
70.8

0

20

40

60

80

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

42
円

37
円

30
円

33
円

30
円

30
円

（予定） （予想）

(44)
円

118億円

2021年度取得額 2022年度取得額

9億円 109億円
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放送事業と放送事業以外の収入割合

放送事業収入

放送事業以外の収入

放送事業以外の収入割合

（目標）

TBSグループ VISION2030

202,787 199,079 204,700 

155,482 169,051 185,299 

358,269 368,130 390,000 

2021 2022 2023
単位：百万円
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政策保有株式売却の推移
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284

324

201

241

42 42 42
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38
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0

50

100

150

200

250

300

350

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
年度売却額 上場株式銘柄総数

(億円)

（銘柄数）

5年間で1,161億円の売却を実行

５銘柄の
全部または一部

を売却

５銘柄の
全部または一部

を売却

4銘柄の
一部

を売却

8銘柄の
全部または一部

を売却

6銘柄の
全部または一部

を売却

TBS-HD、TBSテレビ保有の上場株式銘柄総数
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成長投資の推移

中期経営計画
（2021～2023年度）
成長投資予定額
1,400億円以上

約730億円
2023/3末現在

2022年度
約230億円

2021年度
約500億円

 赤坂エンタテインメント・シティ
計画への投資

 K-BALLETへの出資

 The Chain Museumへの出資

 Studio TooNの設立

 VOXXの設立

 Amazing Sports Lab Japanへ
の追加出資

 U-NEXTへの出資
など

 海外戦略拠点子会社
（THE SEVEN）への出資

 赤坂エンタテインメント・シティ
計画への投資

 Seven Arcsへの増資
など

2021年度

2022年度

2023年度

700億円超の
成長投資を計画

EDGE戦略投資
※EDGE＝Expand Digital Global Experience

Digital領域

Global領域

Experience領域

オリジナルIP領域
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配信事業 （TVer収入）

 月間動画再生数 3億回を突破
 アプリ累計DL数 6,000万DLを達成
 配信番組数 650番組以上（全局総計）

（※レギュラー番組）

TVerの状況

TVerは動画配信プラットフォームとして
着実に成長中

出所：TVer NEWS RELEASE（2023.4.24）

98.2%

83.6%

70.9%

68.2%

65.7%

1.8%

16.4%

20.1%

31.8%

34.3%

2018

2019

2020

2021

2022

予約型 運用型

2018 2019 2020 2021 2022

＋23.4%
＋45.4%

＋60.8%

＋29.2%
TBSのTVer収入の推移

TBSのTVer収入構成比

VOXXの活用で、セールス効率の最適化へ

TBSの業種別ランキング
1 精密機器・事務機

2 情報・通信・放送

3 総合電機機器

4 外食・サービス

5 化粧品・トイレタリー

6 流通

7 不動産・建設

8 ファッション

9 食品

10 官公庁・団体



 U-NEXTとParaviが統合
有料動画配信、国内勢で最大に

 2023年秋にラインアップを発表

国内有料配信 海外有料配信

「ペンディングトレイン
‐8時23分 明日君と」

Netflix

Netflixでの新作連続ドラマの
世界配信は4作目。
今後も1クール1作品を
世界配信予定。

Netflixシリーズ
「離婚しようよ」

2023年6月
世界配信開始予定

Amazon Prime Video

Amazon Original
「風雲！たけし城」

2023年4月 世界配信を順次開始

2022年11月にNetflixと締結した戦略的提携契約に加え、
その他の海外OTTに対しても企画・提案を行っており、
23年度中に複数本のラインアップを発表予定。

・Paraviは7月を目途にU-Next内に移管。

・統合により売上高800億円超、
有料会員数370万人以上、
配信コンテンツ35万本以上の国内勢最大の
動画配信プラットフォームが誕生。

・両サービスの強みを生かし、より充実した
コンテンツ編成が可能となるほか
外部コンテンツの調達力やオリジナルコン
テンツの企画・制作力を大幅に高めていく。

配信事業 （有料配信収入）

32
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赤坂エンタテインメント・シティ 学びネクスト事業など

赤坂エンタテインメント・シティ計画 学びネクスト事業

新スタジオ「TEDDY’S BALLET」
白金高輪にオープン

公演とスクール事業の
相乗効果で収益を拡大

都内だけでなく、地方都市や
アジア諸国への出店を計画

スポーツ教育事業の基盤
持分法適用会社化

 バルサアカデミーキャンプなどキャンプ事業
 U-12ジュニアサッカーワールドチャレンジなど

大会運営
 留学・遠征事業
 エリート養成の拠点となるアカデミー事業

など

番組との連携や、新規事業の開拓など
提携事業の模索が進行中

現代アート推進プロジェクト

22年9月にドラマストリームとの美術展コラボレーション実施
今後、ドラマ等の番組コンテンツとのコラボレーションを予定

赤坂二丁目・六丁目再開発計画
2028年の竣工に向け、順調に工事が進行中。
東棟は鹿島建設、西棟は大林組の施工に決定。

舞台『ハリー･ポッターと呪いの子』
ロングラン上演中。

THE MARKET POPUP企画
番組発オリジナルIPを商品化し、

期間限定商品など販売企画を展開。
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映画・興行・催事

期間 タイトル 備考

映画

2023/4/28公開 「劇場版 TOKYO MER ~走る緊急救命室~」 配給：東宝
2023/7/7公開 「交換ウソ日記」 配給：松竹
2023/9/8公開 「禁じられた遊び」 配給：東映
2024公開 「片思い世界」 配給：東京テアトル、リトルモア

興行

2022/7/8‐ロングラン 舞台「ハリー・ポッターと呪いの子」 TBS赤坂ACTシアター
2023/5/7‐17 ミュージカル「エリザベス・アーデンVS.ヘレナ・ルビンスタイン」 日生劇場
2023/5/24 - 28 熊川哲也KバレエカンパニーSpring2023「蝶々夫人」 東京文化会館大ホール
2023/7/5‐23 ブロードウェイ・ミュージカル「ウエスト・サイド・ストーリー」 東急シアターオーブ
2023/7/1 - 17 浅田真央アイスショー「BEYOND The Final」千秋楽公演 アリーナ立川立飛
2023/7/31‐8/3 「ル・グラン・ガラ2023」 東京文化会館大ホール

2023/8/14 - 9/10 ミュージカル「ファントム」2023 東京国際フォーラム ホールC

2023/9/7 - 24 ミュージカル「生きる」 新国立劇場 中劇場
2023/9/14 - 18 「浜村渚の計算ノート」 サンシャイン劇場
2023/10/1 - 11/12 「レディマクベス」 よみうり大手町ホール

2023/10/8 - 29 熊川哲也KバレエカンパニーAutumn Tour2023「眠れる森の美女」 Bunkamuraオーチャードホール
東京文化会館大ホール

2023/11 「ロスメルスホルム」 新国立劇場 小劇場

催事
2023/3/18‐6/11 憧憬の地 ブルターニュ モネ、ゴーガン、黒田清輝らが見た異郷 国立西洋美術館
2023/9/20‐12/11 イヴ・サンローラン展 国立新美術館

●今後の主なラインアップ 2023/5/12 現在

2021年12月にスタートし、会員数52万人を突破 （2023年4月末現在）
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スタイリングライフグループの重点施策

SLHグループ未来デザイン
衣・食・住＋美 Beauty&Wellness

VISION2030

グループ拡張戦略
新事業領域への挑戦を継続

社会課題解決

ESGを通して
企業としての社会的責任と向き合う
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スタイリングライフグループのトピックス

あなたの街にPLAZAがやってくる！

ダメージを抱えた髪にもしっかりアプローチ！
潤いロックして徹底プロテクト。
髪のバリア機能に着目したヘアケア誕生。

PLAZA STYLE×BCL COMPANY
共同開発プロジェクト＜セラメディ＞

人気急上昇！

https://www.bcl-brand.jp/brand/ceramedi/
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ESG施策と外部評価

SDGsの全社プロジェクト『地球を笑顔にするWEEK』第6弾（2023/5/14~20）を実施

SDGsの取り組み

TBSテレビでは、SDGsウィークの締めくくりとして、
最終日の5/20（土）午後2時から大型特番『一緒にや
ろう SDGsの日』を8時間にわたって生放送。

5/18（木）～21（日）まで、赤坂のサカス広場を中心に、
イベントを開催する。

今回のテーマ「一緒にやろう、SDGs」に則して、
TBSがこれまで培ってきた知見やネットワークを活かして、
“SDGsの17の目標を体験できる場”を作っていく。

外部評価

2021年10月に発足した「サステナビリティ委員会」（委員長：
佐々木代表取締役社長）のもとに「ウェルネス・ワーキンググルー
プ」を設置し、社員が心身ともに安全で働きがいがあり、創造性を
発揮できる職場づくりを進め、健康経営を推進しております。この
活動に対し、2023年3月、経済産業省及び日本健康会議より、
「健康経営優良法人2023（大規模法人部門）」に認定されました。
特に「従業員間のコミュニケーションの促進」「休職後の職場復帰、
就業と治療の両立」「女性特有の健康課題への対応」の３項目で高
評価を得ています。

GPIFの国内株式運用機関が選ぶ
「改善度の高い統合報告書」に選定
「TBSグループ 統合報告書2022」が、年金積立金管理運用独立

行政法人（以下、GPIF）の国内株式運用機関が選ぶ「改善度の高
い統合報告書」に選出されました。

GPIFでは、毎年、国内株式の運用を委託している運用機関に対
して「優れた統合報告書」と「改善度の高い統合報告書」の選出を
依頼し、その結果を公表しています。今回の「改善度の高い統合報
告書」には、当社を含む95社が選定されました。
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ガバナンス体制

●新任社外取締役候補者について

氏名 略歴

武井 奈津子
（1961年2月10日生）

1983年4月 ソニー株式会社 入社（法務部）
（現ソニーグループ株式会社）

2013年6月 ソニー株式会社 業務執行役員 ＳＶＰ
2021年6月 ソニーグループ株式会社 常務

法務、コンプライアンス、プライバシー担当
法務部 シニアゼネラルマネジャー

●新任執行役員について
新たな執行役員として

TBSグループ アニメ事業統括
TBSグループ デザイン統括

新たな特任執行役員として
グループサステナビリティ推進統括

を追加しました。



2022年度 通期決算ハイライト

2023年度 業績見通し

株主還元

今後の重点施策

参考資料

経営計画の進捗と成長投資
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連結貸借対照表

（単位 : 百万円)

2 0 2 2 年
3 月 末

2 0 2 3 年
3 月 末 比 較 2 0 2 2 年

3 月 末
2 0 2 3 年

3 月 末 比 較

流 動
資 産 198,692 209,058 +10,366

流 動
負 債 75,592 104,059 +28,467

固 定
負 債 243,037 167,621 △75,415

負 債
合 計 318,629 271,681 △46,948

固 定
資 産 1,002,939 858,807 △144,132

純 資 産
合 計 883,002 796,184 △86,818

自 己
資 本 868,455 780,667 △87,788

非支配
株主持分 14,547 15,517 +969

資 産
合 計 1,201,632 1,067,865 △133,766

負 債
純 資 産

合 計
1,201,632 1,067,865 △133,766

期末有利子負債残高： 200億円 （前期末比 △60億円）

※リース債務は除く



41

連結キャッシュ・フロー

（単位 : 百万円)

2021年度 2022年度 前年差

営業活動による
キャッシュ・フロー △2,853 30,632 +33,485

投資活動による
キャッシュ・フロー △8,154 △7,346 +807

財務活動による
キャッシュ・フロー △8,164 △24,491 △16,327

現金及び現金同等物の
増減額 △17,354 △1,118 +16,236

現金及び現金同等物の
期首残高 116,061 98,707 △17,354

現金及び現金同等物の
期末残高 98,707 97,589 △1,118
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新ファミリーコア視聴率（4～49歳）

T B S ③1.5 [△0.2] ②3.1 [△0.3] ②3.0 [△0.3] ③1.1 [△0.1]

日本テレビ ①2.8 ①5.0 ①4.7 ①2.2

テレビ朝日 ④1.4 ④2.7 ④2.7 ④1.0

テレビ東京 ⑥0.5 ⑥1.4 ⑥1.3 ⑥0.3

フジテレビ ②1.8 ②3.1 ②3.0 ②1.4

N H K ⑤0.8 ⑤1.6 ⑤1.4 ⑤0.6

P U T 9.8 [△1.5] 18.3 [△2.9] 17.4 [△2.8] 7.6 [△1.2]

(2022/4/4 ～ 2023/4/2 ：週ベース)
（ビデオリサーチ調べ：関東地区)

全 日 ゴールデン プライム ノンプライム

(※ [  ] 内は前年同期差 単位 : %)
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個人全体視聴率（ALL）

T B S ④2.8 [△0.2] ④4.3 [△0.3] ④4.2 [△0.3] ④2.4 [△0.2]

日本テレビ ①3.6 ①5.8 ②5.4 ①3.1

テレビ朝日 ①3.6 ②5.6 ①5.6 ①3.1

テレビ東京 ⑥1.2 ⑥3.2 ⑥2.8 ⑥0.8

フジテレビ ⑤2.4 ⑤3.8 ⑤3.8 ⑤2.1

N H K ③2.9 ③5.2 ③4.5 ③2.5

P U T 19.6 [△2.2] 32.3 [△3.5] 30.3 [△3.3] 16.5 [△1.9]

(2022/4/4 ～ 2023/4/2 ：週ベース)
（ビデオリサーチ調べ：関東地区)

全 日 ゴールデン プライム ノンプライム

(※ [  ] 内は前年同期差 単位 : %)
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TBSテレビ タイム・スポット収入 対前年比
（単位：百万円）

●スポット５局シェア（推計） 四半期推移

タイム スポット
備 考

2022年度 前年差 増減率 2022年度 前年差 増減率 地区投下
(推計）

4月 7,036 △193 △2.7% 7,380 +216 +3.0％ △0.3% タイムレギュラーセールスで減収。

5月 6,560 △166 △2.5% 7,200 △271 △3.6% △3.9%

6月 5,968 △351 △5.6% 6,927 △302 △4.2% △12.7% ウクライナ情勢や原材料費の高騰などに起因し、スポットの地区投下量低調。

7月 8,541 +644 +8.2% 6,596 +196 +3.1% +8.1%

8月 5,953 △2,176 △26.8% 5,669 +663 +13.3% +8,9% 前年の「東京オリンピック・パラリンピック」の反動でタイムは減収、スポットは増収。

9月 6,048 +145 +2.5% 5,991 △327 △5.2% △9.8%

10月 6,776 +6 +0.1% 7,282 △25 △0.3% △4.8%

11月 6,646 △195 △2.9% 7,808 +127 +1.7% △6.5%

12月 6,939 △21 △0.3% 7,660 △222 △2.8% △6.7%

1月 7,080 +66 +0.9% 6,406 △565 △8.1% △2.8%

2月 5,552 △518 △8.5% 6,224 +104 +1.7% △0.3% 前年の「北京オリンピック・パラリンピック」の反動でタイムは減収。

3月 6,810 +846 +14.2% 7,819 △1,185 △13.2% △12.0% 「WBC2023」によりタイムは増収。

１Q 19,565 △711 △3.5% 21,508 △357 △1.6% △5.6%

２Q 20,544 △1,386 △6.3% 18,257 +533 +3.0% +1.7%

３Q 20,362 △211 △1.0% 22,752 △120 △0.5% △6.1%

４Q 19,442 +393 +2.1% 20,451 △1,645 △7.4% △5.9%

通期 79,916 △1,915 △2.3% 82,969 △1,589 △1.9% △4.3%

2018年度 19.1％（累計） 2019年度 19.3％（累計） 2020年度 19.7％（累計） 2021年度 20.1％（累計） 2022年度 20.6％（累計）

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

19.3 19.2 18.7 19.1 20.2 19.2 19.0 18.9 20.5 20.2 19.4 19.3 20.4 20.3 19.7 20.0 21.2 20.6 20.9 19.6



TBSテレビ タイム・スポット収入 経年推移
（単位：百万円）

●スポット収入

●タイム収入

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2018年度 7,400 6,706 6,877 6,980 5,389 6,426 7,131 7,600 7,352 6,560 6,559 8,621

2019年度 7,610 6,802 6,805 6,788 5,206 5,517 6,017 7,202 6,917 6,211 5,905 8,290

2020年度 5,969 4,161 4,000 4,603 4,146 5,138 6,431 6,745 7,655 6,137 6,197 8,693

2021年度 7,164 7,471 7,229 6,400 5,005 6,318 7,307 7,681 7,883 6,972 6,119 9,005

2022年度 7,380 7,200 6,927 6,596 5,669 5,991 7,282 7,808 7,660 6,406 6,224 7,819

0

3,000

6,000

9,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2018年度 7,616 6,611 7,342 7,425 7,701 7,018 7,807 7,575 7,582 7,651 6,103 7,465

2019年度 7,503 6,744 6,874 6,378 7,019 7,817 7,789 8,024 7,932 7,674 6,385 7,085

2020年度 6,197 6,716 6,051 6,468 6,577 6,321 6,739 7,593 6,794 7,231 5,488 6,287

2021年度 7,230 6,727 6,320 7,896 8,130 5,903 6,770 6,842 6,961 7,013 6,071 5,963

2022年度 7,036 6,560 5,968 8,541 5,953 6,048 6,776 6,646 6,939 7,080 5,552 6,810

0

3,000

6,000

9,000
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TBSテレビ 業種別スポット売上順位

(単位 : %)

2022年度 増減率 シェア 2021年度 増減率 シェア

1 情報・通信・放送 △11.7 18.1 情報・通信・放送 +37.2 20.2

2 外食・サービス +25.5 9.3 酒・飲料 +36.0 10.2

3 酒・飲料 △11.3 9.2 食品 △7.5 7.9

4 食品 +1.2 8.2 外食・サービス +28.4 7.3

5 医薬品 △4.9 6.8 医薬品 +2.8 7.0

6 金融 △0.6 5.8 化粧品・トイレタリー +11.8 6.4

7 不動産・建設 +15.2 4.8 金融 +52.8 5.8

8 交通・レジャー +25.5 4.8 エンタテイメント・趣味 +60.6 4.4

9 化粧品・トイレタリー △32.6 4.4 自動車・輸送機器 △8.3 4.2

10 自動車・輸送機器 +1.1 4.3 不動産・建設 +38.9 4.1

※ 順位は金額順



47

連結会社一覧

メディア・コンテンツ/ 不動産・その他 (1社）

(株) TBSテレビ

メディア・コンテンツ(13社）

(株) TBSラジオ

(株) BS-TBS

(株) CS-TBS

(株) TBSスパークル

(株) TBSグロウディア

(株) TBSアクト

(株) Seven Arcs

TCエンタテインメント (株) 

TBS International, Inc.

(株) TBSメディア総合研究所

(株) 日音

(株) マンガボックス

(株) THE SEVEN

ライフスタイル(3社）

(株) スタイリングライフ・ホールディングス

(株) CPコスメティクス

(株) ライトアップショッピングクラブ

不動産・その他(5社）

赤坂熱供給 (株)

(株) TBS企画

(株) TBSサンワーク

(株) TBSヘクサ

(株) 緑山スタジオ・シティ

持分法適用(4社）

(株) リトプラ

(株) ＷＯＷＯＷ

碧芯珞(上海)化粧品有限公司 / BCL China Inc.

(株)Amazing Sports Lab Japan
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